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1 学会 2023年4月27日
Fujinami Y, SaitoM, Ono Y, Inoue S,

Kotani J

Malocclusion accelerates immune suppression and organ dysfunction,

leading to poor prognosis after sepsis

The 43th KSCCM Annual

Congress-ACCC2023

InterContinental Grand

Seoul Parnas, an IHG Hotel
韓国 oral

2 学会 2023年5月10日 藤浪 好寿 重症患者における咬合不全のインパクトをさぐる
第38回 日本栄養代謝学会学術

集会

神戸痕部ベンションセン

ター
日本 神戸 oral

シンポジ

ウム

3 学会 2023年6月18日
Fujinami Y, SaitoM, Ono Y,  Nakanishi

N,Inoue S, Kotani J

Sepsis Induces Physical and Mental Impairments in a Mouse Model of

Post-Intensive Care Syndrome

The 46th Annual Conference

on Shock
Portland Marriott アメリカ

ポートラ

ンド
oral

8 学会 2023年7月30日

大西 慎吾, 田尻 健吾, 小林 美紀子, 高瀬

瑠美, 下田 将司, 藤浪 好寿, 野坂 英樹, 佐

藤 圭路, 切田 学

EITによる体位管理が換気改善に有効であった1症例
第7回 日本集中治療医学会

関西支部学術集会
神戸国際会議場 日本 神戸 oral 地方会

4 学会 2023年11月30日 佐藤 圭路, 切田 学
新型コロナウイルス感染症蔓延でPCEC（prehospital Coma Evaluation and

Care）コース開催/運営にどのような変化があったか？

第51回 日本救急医学会学術集

会
東京ドームシティ 日本 東京 poster

, 学会 2024年3月15日

廣瀬 智晴, 佐藤 圭路, 切田 学, 大西 伸吾,

長谷川 浩司, 井貫 雅子, 内藤 孝子,前田

未夕

当院（オープンICU）における佐脇家栄養チームの活動状況から見えてきた課

題

第51回 日本集中治療医学会学

術集会

ロイトン札幌・ANAクラウ

ンプラザホテル札幌・

ニューオータニイン札幌・

北海道経済センター

日本 札幌 poster

6 学会 2024年3月15日
佐藤 圭路, 高瀬 瑠美, 野坂 英樹, 藤浪 好

寿, 切田 学

当院における集中治療領域での特定行為研修及び特定行為研修終了看護師活

動の現状と課題

第51回 日本集中治療医学会学

術集会

ロイトン札幌・ANAクラウ

ンプラザホテル札幌・

ニューオータニイン札幌・

北海道経済センター

日本 札幌 oral

7 学会 2024年3月16日
大西 伸吾, 田尻 健悟, 小林 美紀子, 下田

将司, 廣瀬 智晴, 佐藤 圭路,切田 学

多職種チームのつくり方　〜それぞれの施設の多職種連携・チーム医療の工夫

と実際〜

第51回 日本集中治療医学会学

術集会

ロイトン札幌・ANAクラウ

ンプラザホテル札幌・

ニューオータニイン札幌・

北海道経済センター

日本 札幌 oral
ワーク

ショップ

9 研究会 2023年12月1日 切田 学, 佐藤 圭路
抗血栓薬を服用していたことは緊急消化器外科手術例の在院日数を延長させ

るか？

第3回 加古川集中治療カン

ファレンス
加古川プラザホテル 日本 加古川 oral

10 研究会 2024年1月20日 田尻 健吾, 大西 伸吾, 切田 学, 佐藤 圭路
Sara Combilizerによる座位・立位訓練が有効であった開心術後肺うっ血続発

の１例

第32回 加古川市民病院機構

学術研究会

加古川中央市民病院　　き

らりホール
日本 加古川 oral

11 講演会 2023年11月18日 切田 学
間接熱量測定の経験に基づいた切田流栄養管理（療法）〜切田の30年ほど前

の代謝・栄養研究から〜

第2回 はりま栄養管理セミ

ナー
加古川まちづくりセンター 日本 加古川 oral

学会・研究会・講演会　発表

診療科名等：救急科 2023年度：2023年4月～2024年3月


